
花咲きホールからのお知らせ TEL　36−2323
FAX　36−2777

山県市オリジナルの演劇を一緒につくりませんか。
併せてスタッフも募集します。
詳しくは花咲きホールまで問い合わせてください。
▶公演日　8月18日（土）、19日（日）
▶対象者　概ね小学校3年生以上
　　　　※稽

け い

古
こ

と公演に要参加、参加費無料、出演報酬なし
▶応募締切　5月6日（日）17時必着
▶稽古日程　初回顔合わせ5月13日（日）14時。以降30回程度

山県市オリジナル演劇出演者募集

▶山県市舞台芸術振興会とは
舞台芸術を愛し、市とその近郊で誇りをもって活
動しているプロ、アマが日頃の活動の成果を持ち
寄り、自らの手で音楽祭を開催し、花咲きホール
から市の芸術文化振興を図るとともに、質の高い
舞台芸術への探求と配信を目的とする組織です。
▶募集対象　邦楽（大正琴、三味線、琴、和太鼓
など）、独唱、合唱、吹奏楽、ダンス、演劇など
の芸術活動に取り組むソロやアンサンブルなどの
個人または団体

山県市舞台芸術振興会　会員募集

▶演奏場所　市役所1階ロビー
▶開催日　原則月1回　市役所開庁日
▶演奏時間　45分（正午〜12時45分、17時15分〜18時）
▶申込方法　申込書およびデモ音源の提出

山県市役所ロビーコンサート出演者募集
休館日変更（試行）

のお知らせ

山県市役所ロビーコンサート  ランチタイムコンサート
▶日　時  4月24日（火)　正午〜12時45分
▶出演者  野田真利子（ピアノ）  ▶主催  市教育委員会 花咲きホール

図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

問
℡
36
︱
3
3
3
9

図
書
館
上
映
会

　
シ
ア
タ
ー
セ
ッ
ト
で
子
ど
も
向
け

Ｄ
Ｖ
Ｄ
無
料
上
映
会
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時　
4
月
22
日（
日
）　
14
時
〜

▼
ア
ニ
メ

　
「
ま
ん
が
日
本
絵
巻 

第
１
巻　
花

の
若
武
者 

那
須
与
一　
他
」

（
1
0
0
分
）

古
雑
誌
無
料
配
布
の
お
知
ら
せ

　
主
に
平
成
28
年
１
月
〜
12
月
ま
で

に
図
書
館（
室
）で
閲
覧
し
て
あ
っ
た

雑
誌
を
、
無
料
で
お
渡
し
し
ま
す
。

▼
期
間

　
４
月
21
日（
土
）〜
５
月
６
日（
日
）

▼
場
所　
市
図
書
館
、
高
富
中
央
公

民
館
図
書
室
、
み
や
ま
ジ
ョ
イ
フ
ル

倶
楽
部
図
書
室

※
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

古
本
を
お
譲
り
し
ま
す

　
購
入
後
の
年
数
が
経
過
し
た
本
や

紙
質
の
劣
化
し
た
本
を
無
料
で
お
譲

り
し
て
い
ま
す
。（
絵
本
・
児
童
書

を
除
く
）

▶会費
A会員（プロ舞台芸術家）　　　　　年間3,000円
A会員（プロ舞台芸術団体）　　　　年間5,000円
B会員（教育者・指導者）　　　　　年間3,000円
C会員（アマチュア舞台芸術家）　　年間1,500円
C会員（アマチュア舞台芸術団体）　年間2,500円
D会員（受付、舞台裏などの舞台芸術スタッフ）　無料
▶申込方法　各公民館と花咲きホールにある募集
要項に必要事項を記入の上、花咲きホールまで提
出してください。FAX、郵送可。

　4月から花咲きホールと古
田紹欽記念館は、月・火曜日
を休館とします。ただし、月・
火曜日が祝日や振替休日の場
合は開館します。また、イベ
ントなどに伴い臨時開館する
場合もあります。
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古田紹欽記念館からのお知らせ TEL　36−1023

古
田
紹
欽
記
念
館
子
ど
も
講
座

子
ど
も
お
茶
教
室
参
加
者
募
集

　
茶
道
の
基
本
を
学
び
な
が
ら
、
楽
し
く

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象　
小
中
学
生　

▼
募
集
人
数　
若
干
人

▼
募
集
期
間

　
４
月
３
日（
火
）〜
22
日（
日
）

▼
場
所　
古
田
紹
欽
記
念
館

▼
実
施
日　
毎
月
第
２
土
曜
日　
10
時
30

分
〜
11
時
30
分　
※
８
月
は
お
休
み

▼
開
始
日　
５
月
12
日（
土
）

▼
内
容　
基
本
的
な
稽け

い

古こ

、
お
茶
会
参
加

な
ど
年
間
10
回
開
催

▼
参
加
費（
抹
茶
菓
子
代
３
０
０
円
×
10
回
）

　
年
間
３
，０
０
０
円

▼
服
装　
白
い
靴
下

※
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
服
装
で
も
結
構
で
す
。

▼
講
師　
大
島
宗
甫（
裏
千
家
）

　
平
成
30
年
は
明
治
元
年
か
ら
起
算

し
て
満
１
５
０
年
に
あ
た
り
、
全
国

各
地
で
、
明
治
の
歩
み
を
学
び
次
世

代
に
残
す
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
日
本
文
化
と
地
域
文
化
を
発
信
す

る
古
田
紹
欽
記
念
館
で
は
、
山
県
市

ゆ
か
り
の
偉
人
に
つ
い
て
顕
彰
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
明
治
時
代
に

活
躍
し
た「
棚
橋
大
作
、
絢
子
夫
妻
」

「
早
矢
仕
有
的
」な
ど
の
足
跡
を
た
ど

り
先
人
が
残
し
た
功
績
や
言
葉
な
ど

を
広
報
紙
や
展
示
室
で
紹
介
し
て
い

く
予
定
で
す
。

郷
土
ゆ
か
り
の
偉
人

顕 

彰

　
棚
橋
大
作
は
、
現
在
の
松
尾
地
区
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
学
問
が
好
き
で
朱
子
学
、

漢
学
、
儒
学
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

25
歳
の
と
き
全
盲
と
な
り
ま
し
た
が
、

失
明
し
て
も
学
問
へ
の
志
は
高
く
後
に
学

者
と
し
て
名
を
馳は

せ
ま
し
た
。

　

棚
橋
絢
子
は
、
１
８
３
９
年（
天
保
10

年
）現
在
の
大
阪
市
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
19
歳
の
と
き
棚
橋
大
作
と
結
婚
し
、
夫

を
支
え
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
乗

り
越
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
女
子
教
育
に
情
熱
を
注
ぎ
、
名
古
屋
市

立
高
等
女
学
校
、
東
京
高
等
女
学
校
を
設

立
し
て
、
初
代
校
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

１
０
０
歳
ま
で
現
役
の
校
長
と
し
て
教き

ょ
う

鞭べ
ん

を
執
り
ま
し
た
。

　
１
８
３
７
年（
天
保
８
年
）、
現
在
の
笹

賀
地
区
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
薄
幸
な
生
い

立
ち
な
が
ら
、
聡
明
さ
に
加
え
、
た
ゆ
ま

ぬ
努
力
と
不
屈
の
精
神
に
よ
り
、
若
干
17

歳
に
し
て
医
者
に
な
り
ま
し
た
。
福
澤
諭

吉
と
出
会
い
実
業
家
の
道
を
歩
む
事
と
な

り
ま
し
た
。

　
書
店
大
手
で
あ
る「
丸
善
」の
創
業
者
、

ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
の
考
案
者
と
し
て
そ
の
名

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

棚
橋
大
作
、
絢
子
夫
妻

早
矢
仕
有
的
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